
  

１１．．学学生生ササーービビススセセンンタターーににつついいてて  

（１）場所及び窓口業務時間 

   場所：農学部３号館１階正面玄関入って左   
   時間：午前９時～１２時、午後１時～５時  月～金（土日祝・一斉休業日を除く） 

※行事等により臨時に休止することがあるので注意。 

（２）掲示 

各種手続、行事、授業に関すること、学生生活に関すること、奨学金及び授業料免除等につい

て、学生への連絡は特別な場合を除いて掲示によって行うので、登校の際は必ず掲示板を確認す

ること。掲示板は学生サービスセンターにある。また、UTAS 掲示板や東京大学農学生命科学研

究科 HP の「在学生の方」のページ、大学院オンライン（https://www.a.u-tokyo.ac.jp/gstudents/）に

掲載する場合もあるので、確認すること。 
 
２２．．授授業業期期間間（（４４タターームム制制））ににつついいてて  

農学生命科学研究科では、S1・A1・A2・W タームを授業期間として長期休業期間を設けたタイ

プⅡを採用しています。※S2 タームの期間は SP(サマープログラム)として開講しており、夏季休

業期間にも集中形式の授業や実習等を開講しています。 
 

 

３３．．履履修修登登録録ににつついいてて  

（１）「農学生命科学研究科規則第１０条」に基づく履修科目届及び受験届については、以下の手続

きによる。 

① 履修登録は UTAS により Web 上で学生が登録を行うこと（一部副専攻科目等除く）。 

② 履修登録を行う授業科目は、以下の時期に登録すること。 

・ＳＳ１１・・ＳＳＰＰ（（ＳＳ２２））及及びび通通年年科科目目（１年生は年度跨りの演習・実験も含む）履履修修登登録録期期間間：：  ４４月月  ５５日日  ～～    ４４月月１１６６日日  

ＳＳ１１・・ＳＳＰＰ（（ＳＳ２２））及及びび通通年年履履修修科科目目確確認認期期間間      ：：  ４４月月１１７７日日  ～～    ４４月月１１８８日日  

ＳＳＰＰ（（ＳＳ２２））履履修修科科目目確確認認期期間間（農の科目のみ）   ：：  ６６月月  ５５日日  ～～    ６６月月  ７７日日 

・ＡＡ１１・・ＡＡ２２・・ＷＷ履履修修登登録録期期間間        ：：１１００月月  ２２日日  ～～  １１００月月１１５５日日  

ＡＡ１１・・ＡＡ２２・・ＷＷ履履修修科科目目確確認認期期間間        ：：１１００月月１１６６日日  ～～  １１００月月１１７７日日  

   ＡＡ２２・・ＷＷ履履修修科科目目確確認認期期間間（農の科目のみ）   ：：１１１１月月２２８８日日  ～～  １１２２月月  ２２日日 

※授業計画を考え登録を行うこと。集中講義も対象となる時期に登録する。 

※授業科目表のターム欄の●または◇印が入っている最初のタームが履修登録時期となる。 

 

（２） 注意事項（必ず読むこと） 

① 本研究科の授業科目だけでなく、他研究科及び学部の授業科目を履修しようとするときは、

指定された履修登録期間内に登録を行うこと。 

② 履修登録期間内は各自追加・削除が可能なので、履修登録後は正しく登録されているか必ず

確認し、履修登録画面をプリントアウトしておくこと。期間を過ぎてからの科目の追加登録、

変更は一切認めない。履修登録していない授業に出席し、試験等を受験しても単位を取得する

ことはできない。 

③ 教育職員免許状に関する科目等は教務課窓口で確認すること。

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

タイプⅡ S1 SP A1 A2 W 休業期間 
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４４．．授授業業時時間間割割ににつついいてて 

  授業時間割は以下のとおり（全学統一）。農学生命科学研究科の授業時間は原則１０５分で行う。 

科目により９０分で行う場合もあるので、UTAS シラバスで確認すること。なお、９０分での授業時間

は〔  〕の通りとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．修修了了要要件件ににつついいてて  

修了要件については、「規則・内規」の「大学院学則第２章」を参照すること。また、所属する

専攻の定めた必修の単位は「農学生命科学研究科規則」の「別表 農学生命科学研究科専攻授業科

目表」を参照し履修登録に注意すること。 
 

６６．．定定期期試試験験等等ににつついいてて  

（１）試験は公正に行われるべきであり、不正行為は許されない。万一不正な行為があれば厳正な処

置がとられる。 
（２）科目によっては学生が提出したレポートに基づいて成績の評価を行うことがある。その際、教

員から特別な指示がない限り、レポートは学生個人が自己の責任において作成するものである。

レポートで他者の文章やデータ、Web 上の情報等を引用する場合は、引用符などで引用箇所を明

示し、出典を明記しなければならない。これに反する不正な行為があれば厳正な処置がとられる。 
（３）実習等においては、不適切な行為を未然に防止するため、必要に応じて事前にガイダンスを行

うほか、誓約書等を取る場合がある。 
（４）成績判定が不合格となった科目（成績評価が不可・不合格・未受験の科目）で、明らかにそ

れが担当教員の誤りであると思われる場合のみ、担当教員または教務課窓口へ、成績評価の確

認を申し出ることができる。申し出は成績発表日（概ねターム終了１ヶ月後）から１週間以内

に（修了予定者のＷタームについては可能な限り速やかに）行うこと。 

 

７７．．授授業業のの休休講講措措置置ににつついいてて  

東京２３区に気象警報等が発令され、東京２３区の主なＪＲおよび大手私鉄(地下鉄など)※1 が全面

的に運転を休止している場合、次の基準に基づき、休講とする。 
・午前６時半の時点で、運休の場合 → 午前休講 
・午前１１時の時点で、運休の場合 → 午後休講 

１限 開始   88::3300〔〔88::3300〕〕  

終了 1100::1155〔〔1100::0000〕〕  

２限 開始 1100::2255〔〔1100::2255〕〕  

終了 1122::1100〔〔1111::5555〕〕  

３限 開始 1133::0000〔〔1133::1155〕〕  

終了 1144::4455〔〔1144::4455〕〕  

４限 開始 1144::5555〔〔1155::1100〕〕  

終了 1166::4400〔〔1166::4400〕〕  

５限 開始 1166::5500〔〔1177::0055〕〕  

終了 1188::3355〔〔1188::3355〕〕  

６限 開始 1188::4455〔〔1199::0000〕〕  

終了 2200::3300〔〔2200::3300〕〕  

なお、台風や大雪等、気象状況が時間の経過とともに悪化することが十分予測される場合は、前

日に授業の休講の決定を行うことがある。 
※１：ＪＲ山手線、京浜東北線、中央線、総武線 

      京王線、小田急線 
地下鉄丸ノ内線、東西線、千代田線、有楽町線、南北線、大江戸線 
 

８８．．修修業業年年限限・・在在学学年年限限ににつついいてて  

（１）標準修業年限（大学院学則第２条第５項および第６項） 

       ･･･大学院修了のため最低在学しなければならない期間（休学期間を除く） 

  ① 修士課程              ２年 

  ② 博士後期課程         ３年 

  ③ 獣医学博士課程        ４年 

   ※ 各課程に入・進学し上記の年限が経過した後も引き続き在学する場合は、「在学期間延長届」

を提出すること。 

（２）在学年限（大学院学則第２７条）･･･最長で在学できる期間（休学期間は除く） 

  ① 修士課程              ３年（※延長可能な期間は１年のみなので注意すること。） 

  ② 博士後期課程          ５年 

  ③ 獣医学博士課程        ６年 

   ※ 在学年限が満了する場合も「退学願」を提出すること。 
 

９９．．休休学学及及びび復復学学ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第２２９９条条、、学学部部通通則則第第６６章章））  

（１）休学期間 

  ① 修士課程              ２年 

  ② 博士後期課程         ３年 

  ③ 獣医学博士課程        ４年 
（２）休学手続等 

事前に休学願及び添付書類（詳細は窓口へ）を大学院学生担当へ提出すること。なお、願い

出は「学生の休学の基準」（大学院便覧を参照のこと）に基づき、許可される。 

休学は２ヶ月以上から可能で、一度に最長１年間まで願い出ることができる。ただし、休学、

復学は授業料と密接に関係しているため、休学期間は、授業料と同じく半期ごと（４／１～ 
９／３０、１０／１～３／３１）、または１年間（４／１～３／３１）のサイクルが一般的で

ある。（タームごとの休学も可能だが、希望する場合は事前に教務課に相談すること。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【注 意】 

① 授業期間が休学期間に若干重複する場合は、その重複した期間における履修が認められる。 

 

② 短期間（１ターム期間のみ、など）の休学をした場合、在学期間不足のため、修了時期に 
修了できなくなる恐れがある。 

  
休学等の届出は、願い出る時期により認められない場合や、在学期間や授業料について 
不利益が生じる場合もあるため、必ず事前に教務課窓口で相談すること。 
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４４．．授授業業時時間間割割ににつついいてて 

  授業時間割は以下のとおり（全学統一）。農学生命科学研究科の授業時間は原則１０５分で行う。 

科目により９０分で行う場合もあるので、UTAS シラバスで確認すること。なお、９０分での授業時間

は〔  〕の通りとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５．．修修了了要要件件ににつついいてて  

修了要件については、「規則・内規」の「大学院学則第２章」を参照すること。また、所属する

専攻の定めた必修の単位は「農学生命科学研究科規則」の「別表 農学生命科学研究科専攻授業科

目表」を参照し履修登録に注意すること。 
 

６６．．定定期期試試験験等等ににつついいてて  

（１）試験は公正に行われるべきであり、不正行為は許されない。万一不正な行為があれば厳正な処

置がとられる。 
（２）科目によっては学生が提出したレポートに基づいて成績の評価を行うことがある。その際、教

員から特別な指示がない限り、レポートは学生個人が自己の責任において作成するものである。

レポートで他者の文章やデータ、Web 上の情報等を引用する場合は、引用符などで引用箇所を明

示し、出典を明記しなければならない。これに反する不正な行為があれば厳正な処置がとられる。 
（３）実習等においては、不適切な行為を未然に防止するため、必要に応じて事前にガイダンスを行

うほか、誓約書等を取る場合がある。 
（４）成績判定が不合格となった科目（成績評価が不可・不合格・未受験の科目）で、明らかにそ

れが担当教員の誤りであると思われる場合のみ、担当教員または教務課窓口へ、成績評価の確

認を申し出ることができる。申し出は成績発表日（概ねターム終了１ヶ月後）から１週間以内

に（修了予定者のＷタームについては可能な限り速やかに）行うこと。 

 

７７．．授授業業のの休休講講措措置置ににつついいてて  

東京２３区に気象警報等が発令され、東京２３区の主なＪＲおよび大手私鉄(地下鉄など)※1 が全面

的に運転を休止している場合、次の基準に基づき、休講とする。 
・午前６時半の時点で、運休の場合 → 午前休講 
・午前１１時の時点で、運休の場合 → 午後休講 

１限 開始   88::3300〔〔88::3300〕〕  

終了 1100::1155〔〔1100::0000〕〕  

２限 開始 1100::2255〔〔1100::2255〕〕  

終了 1122::1100〔〔1111::5555〕〕  

３限 開始 1133::0000〔〔1133::1155〕〕  

終了 1144::4455〔〔1144::4455〕〕  

４限 開始 1144::5555〔〔1155::1100〕〕  

終了 1166::4400〔〔1166::4400〕〕  

５限 開始 1166::5500〔〔1177::0055〕〕  

終了 1188::3355〔〔1188::3355〕〕  

６限 開始 1188::4455〔〔1199::0000〕〕  

終了 2200::3300〔〔2200::3300〕〕  

なお、台風や大雪等、気象状況が時間の経過とともに悪化することが十分予測される場合は、前

日に授業の休講の決定を行うことがある。 
※１：ＪＲ山手線、京浜東北線、中央線、総武線 

      京王線、小田急線 
地下鉄丸ノ内線、東西線、千代田線、有楽町線、南北線、大江戸線 
 

８８．．修修業業年年限限・・在在学学年年限限ににつついいてて  

（１）標準修業年限（大学院学則第２条第５項および第６項） 

       ･･･大学院修了のため最低在学しなければならない期間（休学期間を除く） 

  ① 修士課程              ２年 

  ② 博士後期課程         ３年 

  ③ 獣医学博士課程        ４年 

   ※ 各課程に入・進学し上記の年限が経過した後も引き続き在学する場合は、「在学期間延長届」

を提出すること。 

（２）在学年限（大学院学則第２７条）･･･最長で在学できる期間（休学期間は除く） 

  ① 修士課程              ３年（※延長可能な期間は１年のみなので注意すること。） 

  ② 博士後期課程          ５年 

  ③ 獣医学博士課程        ６年 

   ※ 在学年限が満了する場合も「退学願」を提出すること。 
 

９９．．休休学学及及びび復復学学ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第２２９９条条、、学学部部通通則則第第６６章章））  

（１）休学期間 

  ① 修士課程              ２年 

  ② 博士後期課程         ３年 

  ③ 獣医学博士課程        ４年 
（２）休学手続等 

事前に休学願及び添付書類（詳細は窓口へ）を大学院学生担当へ提出すること。なお、願い

出は「学生の休学の基準」（大学院便覧を参照のこと）に基づき、許可される。 

休学は２ヶ月以上から可能で、一度に最長１年間まで願い出ることができる。ただし、休学、

復学は授業料と密接に関係しているため、休学期間は、授業料と同じく半期ごと（４／１～ 
９／３０、１０／１～３／３１）、または１年間（４／１～３／３１）のサイクルが一般的で

ある。（タームごとの休学も可能だが、希望する場合は事前に教務課に相談すること。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【注 意】 

① 授業期間が休学期間に若干重複する場合は、その重複した期間における履修が認められる。 

 

② 短期間（１ターム期間のみ、など）の休学をした場合、在学期間不足のため、修了時期に 
修了できなくなる恐れがある。 

  
休学等の届出は、願い出る時期により認められない場合や、在学期間や授業料について 
不利益が生じる場合もあるため、必ず事前に教務課窓口で相談すること。 
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許可された休学期間終了後も引き続き休学を希望する場合は、同様に事前に「休学願」等必

要書類を提出し、休学期間延長の手続きを行うこと。 

なお、休学の理由がなくなった場合は「復学願」を提出すること。 

１１００．．退退学学ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第３３００条条、、学学部部通通則則第第２２３３条条））  

事前（退学予定の２ヶ月くらい前まで）にその理由を記載して「退学願」を大学院学生担当へ、

提出すること。 
なお、在学年限が満了する場合も同様に「退学願」を提出すること。 

 ※ 退学手続を怠った場合や願い出の時期によっては授業料納付の義務が生じるので留意する

こと。 

１１１１．．留留学学ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第２２８８条条、、学学部部通通則則第第１１４４条条））  

事前（留学予定の２ヶ月くらい前まで）にその理由を記載して「留学許可願」を大学院学生担当

へ提出すること。 
 ※ 外国の大学（大学院）において修得した単位については、必要な手続きを経て単位の認定を

受けることができる。６４～６７ページを必ず確認すること。 

１１２２．．海海外外へへ渡渡航航すするる場場合合のの手手続続きき  

観光等で海外へ渡航する場合には「海外旅行届」を、留学生が一時帰国する場合には「一時帰国

届」を、また学術調査等のために海外へ渡航する場合には期間の長短にかかわらず「学術調査等の

ための海外渡航申請書」を大学院学生担当に提出すること。６９、７０ページを必ず確認すること。 

１１３３．．野野外外ででのの調調査査・・研研究究活活動動ににつついいてて  

 国内及び海外において、野外での調査・研究活動を行う場合には、環境安全管理室（農学部３号

館１階１４２号室）に事前の届出をすること。 

１１４４．．他他のの大大学学院院又又はは研研究究所所等等ににおおけけるる研研究究指指導導ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第１１２２条条））  

   指導教員の申請に基づき、研究科教育会議の議を経て許可される。 

１１５５．．住住所所登登録録及及びび住住所所変変更更、、メメーールルアアドドレレススににつついいてて  

大学院に入・進学後 UTAS により Web 上で必ず住所登録し、住所変更があった場合は同様に Web
上で変更すること。その際の「現住所情報」の「E-Mail１」は、教務課から大切な情報を送ること

があるので、携帯メールはできる限り避け、常に最新のアドレスを登録すること。受信拒否設定を

している場合は、「daigakuin.a@gs.mail.u-tokyo.ac.jp」からのメールを受信できるようにすること。 

１１６６．．改改姓姓名名届届ににつついいてて  

「改姓名届」および改姓したことがわかる書類（戸籍等）を大学院学生担当窓口に届け出ること。 

１１７７．．証証明明書書のの発発行行ににつついいてて  

学割、在学証明書、成績証明書及び修了見込証明書（最終学年のみ）は証明書自動発行機（学生

サービスセンター内、取扱時間は午前９時から午後５時）により即時発行される（在学生のみ）。 

  それ以外の証明書については原則として次のとおり（大学行事等により、日数を要することもある）。 

   和文・・・交付願提出日を含め、土・日・祝日を除いて２日後に窓口にて交付 

   英文・・・交付願提出日を含め、土・日・祝日を除いて７日後に窓口にて交付 

   ※ 窓口のほか郵送での請求も可（交付願、返信用封筒同封：詳細は研究科 HP を参照）。 

令和６年度農学生命科学研究科行事予定表

行　　　　　事 実　　施　　期　　間

在学生     　   ２月１５日～４月８日

入・進学者　２月１５日～３月８日

４月入学者学生証の交付 ４月上旬　  各専攻担当で配付

入学ガイダンス オンデマンド

Ｓ１ターム授業開始 ４月５日

Ｓ１・ＳＰ・Ｓ２（他研究科等）ターム科目及び通年
科目の履修登録

４月５日～４月１６日

Ｓ１・ＳＰ（Ｓ２）履修科目確認期間 ４月１７日～４月１８日

春季入学式（４月入学者） ４月１２日

大学院外国人研究生（１０月入学）出願 ４月８日～４月１２日

指導教員届提出期限 ４月１２日

日本学術振興会特別研究員申請書提出 ４月２４日

五月祭 ５月１８日～５月１９日

博士課程（IPADS、環境調和農学特別コース）修了予定
者学位申請書の提出（９月修了）

５月３１日

Ｓ１ターム完了科目試験期間 ５月１７日～５月２９日

Ｓ１ターム補講期間 ５月２４日午前、５月３０日、５月３１日

Ｓ１ターム授業終了 ５月３１日

ＳＰ履修科目確認期間（農の科目のみ） ６月５日～６月７日

夏季休業
６月３日～９月３０日
(※集中形式の授業や実習等は開講しています。)

大学院研究生（１０月入学）出願 ６月３日～６月７日

願書公開    ４月上旬～

願書受付　６月１９日～６月２５日

試験日程　募集要項を確認すること

合格発表　募集要項を確認すること

退学､休学､復学､在学延長等の届提出（～９月/１０月～） ７月下旬

秋入進学者手続期間 ９月上旬

学位記授与式（９月修了者） ９月２０日

１０月入学者学生証の交付 １０月上旬

秋季入学式（１０月１日入学者） １０月１日

Ａ１ターム授業開始 １０月２日

Ａ１・Ａ２・Ｗターム科目の履修登録 １０月２日～１０月１５日

Ａ１・Ａ２・Ｗ履修科目確認期間 １０月１６日～１０月１７日

　※五月祭前日（５月１７日）の授業については授業担当教員の指示に従うこと。
　※５月７日は月曜日の授業を行う。
　※５月１５日は金曜日の授業を行う。

前期分・後期分授業料免除出願
（教育・学生支援部奨学厚生課奨学チーム）

４月５日～４月１６日
（履修科目の申告については承認後別途連絡）

副専攻志望届提出（志望者のみ）

修士課程、博士課程、獣医学博士課程
入学試験（一般、社会人）（Ａ日程）
＜令和６年度10月入学/令和７年度４月入学＞
※出願資格は募集要項で確認すること。
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許可された休学期間終了後も引き続き休学を希望する場合は、同様に事前に「休学願」等必

要書類を提出し、休学期間延長の手続きを行うこと。 

なお、休学の理由がなくなった場合は「復学願」を提出すること。 

１１００．．退退学学ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第３３００条条、、学学部部通通則則第第２２３３条条））  

事前（退学予定の２ヶ月くらい前まで）にその理由を記載して「退学願」を大学院学生担当へ、

提出すること。 
なお、在学年限が満了する場合も同様に「退学願」を提出すること。 

 ※ 退学手続を怠った場合や願い出の時期によっては授業料納付の義務が生じるので留意する

こと。 

１１１１．．留留学学ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第２２８８条条、、学学部部通通則則第第１１４４条条））  

事前（留学予定の２ヶ月くらい前まで）にその理由を記載して「留学許可願」を大学院学生担当

へ提出すること。 
 ※ 外国の大学（大学院）において修得した単位については、必要な手続きを経て単位の認定を

受けることができる。６４～６７ページを必ず確認すること。 

１１２２．．海海外外へへ渡渡航航すするる場場合合のの手手続続きき  

観光等で海外へ渡航する場合には「海外旅行届」を、留学生が一時帰国する場合には「一時帰国

届」を、また学術調査等のために海外へ渡航する場合には期間の長短にかかわらず「学術調査等の

ための海外渡航申請書」を大学院学生担当に提出すること。６９、７０ページを必ず確認すること。 

１１３３．．野野外外ででのの調調査査・・研研究究活活動動ににつついいてて  

 国内及び海外において、野外での調査・研究活動を行う場合には、環境安全管理室（農学部３号

館１階１４２号室）に事前の届出をすること。 

１１４４．．他他のの大大学学院院又又はは研研究究所所等等ににおおけけるる研研究究指指導導ににつついいてて（（大大学学院院学学則則第第１１２２条条））  

   指導教員の申請に基づき、研究科教育会議の議を経て許可される。 

１１５５．．住住所所登登録録及及びび住住所所変変更更、、メメーールルアアドドレレススににつついいてて  

大学院に入・進学後 UTAS により Web 上で必ず住所登録し、住所変更があった場合は同様に Web
上で変更すること。その際の「現住所情報」の「E-Mail１」は、教務課から大切な情報を送ること

があるので、携帯メールはできる限り避け、常に最新のアドレスを登録すること。受信拒否設定を

している場合は、「daigakuin.a@gs.mail.u-tokyo.ac.jp」からのメールを受信できるようにすること。 

１１６６．．改改姓姓名名届届ににつついいてて  

「改姓名届」および改姓したことがわかる書類（戸籍等）を大学院学生担当窓口に届け出ること。 

１１７７．．証証明明書書のの発発行行ににつついいてて  

学割、在学証明書、成績証明書及び修了見込証明書（最終学年のみ）は証明書自動発行機（学生

サービスセンター内、取扱時間は午前９時から午後５時）により即時発行される（在学生のみ）。 

  それ以外の証明書については原則として次のとおり（大学行事等により、日数を要することもある）。 

   和文・・・交付願提出日を含め、土・日・祝日を除いて２日後に窓口にて交付 

   英文・・・交付願提出日を含め、土・日・祝日を除いて７日後に窓口にて交付 

   ※ 窓口のほか郵送での請求も可（交付願、返信用封筒同封：詳細は研究科 HP を参照）。 

令和６年度農学生命科学研究科行事予定表

行　　　　　事 実　　施　　期　　間

在学生     　   ２月１５日～４月８日

入・進学者　２月１５日～３月８日

４月入学者学生証の交付 ４月上旬　  各専攻担当で配付

入学ガイダンス オンデマンド

Ｓ１ターム授業開始 ４月５日

Ｓ１・ＳＰ・Ｓ２（他研究科等）ターム科目及び通年
科目の履修登録

４月５日～４月１６日

Ｓ１・ＳＰ（Ｓ２）履修科目確認期間 ４月１７日～４月１８日

春季入学式（４月入学者） ４月１２日

大学院外国人研究生（１０月入学）出願 ４月８日～４月１２日

指導教員届提出期限 ４月１２日

日本学術振興会特別研究員申請書提出 ４月２４日

五月祭 ５月１８日～５月１９日

博士課程（IPADS、環境調和農学特別コース）修了予定
者学位申請書の提出（９月修了）

５月３１日

Ｓ１ターム完了科目試験期間 ５月１７日～５月２９日

Ｓ１ターム補講期間 ５月２４日午前、５月３０日、５月３１日

Ｓ１ターム授業終了 ５月３１日

ＳＰ履修科目確認期間（農の科目のみ） ６月５日～６月７日

夏季休業
６月３日～９月３０日
(※集中形式の授業や実習等は開講しています。)

大学院研究生（１０月入学）出願 ６月３日～６月７日

願書公開    ４月上旬～

願書受付　６月１９日～６月２５日

試験日程　募集要項を確認すること

合格発表　募集要項を確認すること

退学､休学､復学､在学延長等の届提出（～９月/１０月～） ７月下旬

秋入進学者手続期間 ９月上旬

学位記授与式（９月修了者） ９月２０日

１０月入学者学生証の交付 １０月上旬

秋季入学式（１０月１日入学者） １０月１日

Ａ１ターム授業開始 １０月２日

Ａ１・Ａ２・Ｗターム科目の履修登録 １０月２日～１０月１５日

Ａ１・Ａ２・Ｗ履修科目確認期間 １０月１６日～１０月１７日

　※五月祭前日（５月１７日）の授業については授業担当教員の指示に従うこと。
　※５月７日は月曜日の授業を行う。
　※５月１５日は金曜日の授業を行う。

前期分・後期分授業料免除出願
（教育・学生支援部奨学厚生課奨学チーム）

４月５日～４月１６日
（履修科目の申告については承認後別途連絡）

副専攻志望届提出（志望者のみ）

修士課程、博士課程、獣医学博士課程
入学試験（一般、社会人）（Ａ日程）
＜令和６年度10月入学/令和７年度４月入学＞
※出願資格は募集要項で確認すること。
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行　　　　　事 実　　施　　期　　間

後期分授業料免除出願
（教育・学生支援部奨学厚生課奨学チーム）

８月上旬～１０月上旬

Ａ１ターム完了科目試験期間 １１月１４日～１１月２０日

Ａ１ターム補講期間 １１月２５日午後、１１月２６日、１１月２７日

Ａ１ターム授業終了 １１月２７日

Ａ２ターム授業開始 １１月２８日

Ａ２・Ｗ履修科目確認期間（農の科目のみ） １１月２８日～１２月２日

大学院外国人研究生（４月入学）出願 １１月１１日～１１月１５日

願書公開    ４月上旬～

願書受付　１１月２１日～１１月２７日

試験日程　募集要項を確認すること

合格発表　募集要項を確認すること

博士課程修了予定者学位申請書の提出（３月修了） １２月１３日

冬季休業 １２月２８日～令和７年１月５日

Ａ２ターム完了科目試験期間 令和７年１月１６日～１月２７日

Ａ２ターム補講期間 １月２３日

Ａ２ターム授業終了 １月２７日

Ｗターム授業開始 １月２８日

大学院研究生（４月入学）出願 １月１４日～１月１７日

退学､休学､復学､在学延長等の届提出(～３月/４月～) ２月下旬

Ｗターム授業終了 ２月２０日

春季休業 ２月２１日～３月３１日

修了者発表予定 ３月１０日

春入進学者手続期間 ３月上旬

入学料免除出願（入学者対象）
（教育・学生支援部奨学厚生課奨学チーム）

２月中旬～

学位記授与式（３月修了者）・研究科長賞授賞式 ３月２４日

　※駒場祭翌日午前（11月25日午前）の授業については授業担当教員の指示に従うこと。
　※１１月１３日は月曜日の授業を行う。
　※１月１７日は共通テスト準備のため授業休止。

　※日程等の変更がある場合には、随時掲示等で周知するので各自留意すること。

１０月中旬
（教育・学生支援部奨学厚生課奨学チーム）

４月上旬
（教育・学生支援部奨学厚生課奨学チーム）

日本学生支援機構大学院奨学生在学採用（４月期募集）出願
【修士、博士、獣医学の在学生及び入学予定者対象】

日本学生支援機構大学院奨学生（予約採用）出願
【令和７年度修士入学予定者対象】

修士課程、博士課程、獣医学博士課程
入学試験（一般、社会人）（Ｂ日程）
＜令和７年度４月入学/令和７年度10月入学＞
※出願資格は募集要項で確認すること。

学生の皆様へ

研究科教育会議議長

英語併用宣言に伴う大学院講義の英語化について

２０２０年度に農学生命科学研究科において英語併用宣言が採択され、２０２２年度から大学
院講義を英語でも提供することになっています。今回の大学院講義の英語化は日本語を十分に使
えない留学生の皆様にも、十分な内容の英語での講義や演習を提供することが目的です。
学生の皆様への利便性を高めるために、講義に使用する言語をよりわかりやすくシラバスや便

覧等に表示いたします。言語の表記についての説明は次ページ以降のとおりとなっております。
ご自身が履修を予定している講義の使用する言語について確認し、履修計画をたてていただきま
すようお願いいたします。
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